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項目 説明 

試料・情報の

利用目的 

及び 

利用方法 

研究課題名 積極的区域切除に縦隔リンパ節郭清は必要か？ 

研究目的 最近の臨床研究の結果より、肺癌に対する根治手術として縮小手術

である区域切除を行う機会が増加することが予想されます。しかし

区域切除においてもこれまでの標準手術である肺葉切除と同様に

縦隔リンパ節郭清も行うべきかは定かではありません。この研究

で、区域切除を行う場合には縦隔リンパ節郭清も省略または範囲縮

小することが可能であるかを検討します。 

研究対象者 2017 年 1 月から 2020 年 12 月に当センター呼吸器外科、広島大学

病院呼吸器外科、および東京医科大学付属病院呼吸器外科にて肺癌

に対し区域切除術を施行された患者さん。 

研究方法 当院・広島大学・東京医科大学の３施設共同で行われた『FDG-PET/CT を含

む画像診断検査による肺癌の悪性度評価に関する観察研究』で登録・集積した

データを２次利用いたします。同試験で集積されたデータのうち、上記研究対

象者に当てはまるデータのみを抽出してデータを解析いたします。 

 

個人情報保護 提供される患者さんの診療情報は、容易に個人を特定できないよう

に匿名化して使用させていただきます 

研究期間 西 暦 2 0 22 年 10 月 3 1 日 ～ 西暦 2 0 24 年 1 2 月 31 日 

利用する試料・情報の項目 

（チェック[X]が入った項目を利用しま

す） 

[ ] 血液 

[ ] 病理組織 

[ ] 毛髪 

[ ] だ液 

[ ] 排泄物（尿・便） 

[X] 診療記録 

[X] 臨床検査データ 

[ ] その他 (記載して下さい) 

試料・情報

の管理につ

いての責任

者 

当センター研究責任

者 

呼吸器外科 足立広幸  

試料・

情報を

利用す

る者の

範囲 

当センターでの実施診療科/部

局等 

呼吸器外科 

共同研究の場合、共同研究機関

および各施設での研究責任者 

広島大学原医研腫瘍外科 岡田守人 

東京医科大学呼吸器外科・甲状腺外科 池田徳彦 

試料・情報の利用停止および情報公

開に関する窓口 

神奈川県立がんセンター 呼吸器外科 足立広幸 

TEL：045-520-2222（代） 

 


